
 

 

平成 30 年 第７回 三朝町教育委員会 臨時会 日程 

と き：平成 30 年６月 23 日（土）午前９時 00 分 

ところ：三朝町役場 第４会議室 

 

１ 開 会 

 

 

２ 前回議事録承認 

   大丸委員、藤井委員  

 

３ 議事録署名委員指名 

    

 

４ 報告事項 

 

 

 

 

５ 議 事 

議案第 号 三朝町小学校の今後のあり方について 

  

  

  

６ 協議事項 

三朝町小学校の今後のあり方について 

（２校先行、３校同時統合のそれぞれのメリット・デメリット）【別冊資料】 

 

 

７ その他 

 

 

 

８ 閉 会 

 

 

次回定例会：平成 30 年６月 26 日（火）１３：３０～  （参考 H29.6.26：月）  

   

 



協議事項

三朝町小学校の今後のあり方について（２校先行・３校同時のメリット・デメリット）

○２校先行統合の場合

・ 教育のプロである教職員が三朝の子ども達に係ってくれる恩恵は大きい。３校同時統合すれば、小学校教
職員は今のほぼ半数となる。

・ 統合に関する手続きは膨大なものだ。それを２回繰り返すことになり事務的負担が大きい。

・ 少人数だからこそできる子どもへのきめ細やかな対応が望める。世知辛い今の時代だからこそ少人数教育
の良さを大切にしたい。

・ 形式的に吸収統合になる。

・ 東小は地域コミュニティーの核として大きな役割を担っている。存続は地域の活性化振興に繋がる。 ・ 南小保護者及び地域協議会からも反対意見がある。
・ 町内１小学校・１中学校では９年間同じメンバーになる。２つの小学校から中学校で一緒になることは、

教育面である種の刺激になり悪いことではないと思う。
・ 教育委員会では、３小学校で新しい学校をつくって後で東小が入ると考えていたが、議会や地域協議会の

指摘どおり、東小が分校扱い、その後吸収という形になりがちである。
・ 特に急ぐ南小と、現在でも継続可能な東小の立場が、尊重できる。 ・ ３小学校が集まるのに比べて、統合準備に快く取り組めない可能性がある。
・ この方針を教育委員会として出している。 ・ 町長部局も地域協議会も再考を願っているし、議会でも３校統合に向けた取り組みが言われており、住民

の中でも３校統合と考えているので、２校は難しい。
・ 児童数の少ない南小の教育活動の展開に支障を来たしている状態を解消することが出来る。 ・ 複式学級支援費が継続。
・ 南小の児童が、これからの社会を生き抜くために必要な多様な考えに触れることが出来る。 ・ 統合に向けた西南東３校の準備のモチベーションが落ちる。

・ 不要な転居が懸念される。
・ 南小より多少、児童数が多い東小の場合でも同様ではなかろうか。男女数に極端な偏りがある学年では尚

更。地域の方々の協力で素晴らしい教育がなされているのは承知しているが、ある程度の人数での学校生
活は大事であり、集団の規模が小さかったことによって出来なかった幅広い指導や活動が出来るようにな
ることも大事なことと思う。

・ いずれ３校が統合することを前提に校名を決めたとしても、東小が一緒になるときは、意識はともかく実
態は吸収となる。

・ 吸収統合の意識を回避するには、再度新たな小学校を立ち上げることが必要となり、２校で先行して統合
することは仮統合という感は否めない。

・ 統合に係る作業は２回となる。
・ 統合した学校で、南小は西小に入り、東小は新小学校の東校舎または東分校ということが制度や地元感情

から可能かどうか。

○３校同時統合の場合

・ 町内の子ども達に教育の機会均等を図ることができる。 ・ １回で統合は完了するが、どのみち新校舎建設は必要であり、いずれ引っ越しがある。
・ スポーツ・文化面で多くの種目や演目に触れる機会がある。 ・ 西小が３校統合校舎として教育環境整備の面で十分機能を果たせるかどうか不安だ。
・ ６地域協議会の支援を一同に得ることができる。 ・ 保護者の考えも揺れ動いている。
・ 一度に集結という形から、３校が集まって新しい三朝の小学校を作っていこうとすることができる。 ・ とにかく、準備期間が短い
・ ３校同時と考えている町民が多く、全町で統合に取り組む形になりやすい。 ・ 教室をはじめ、ハード面での準備期間が短い。
・ 子どもたちも多数の価値観の中で、学習したり、遊んだりできる。 ・ これから、３校とも閉校、統合の準備は大変である。
・ 新校舎設立への動きが活発化すると考えられる。 ・ 一度、教育委員会から、議会、町長部局、地域協議会等に説明しているので、撤回には大きな責任と労力

が必要である。
・ 地域協議会の協力の下、統合が急ピッチで進められる。 ・ 新聞記事になっていることもあり、全町が揺れ動く。
・ 複式学級支援費用が、節約できる。 ・ 今の西小の校舎では2校先行に比べて、問題点も増加する。
・ ３校統合の場合はクラス替えも可能となる。 ・ ３校が同時に西小に入るということに、現施設、設備は十分に対応できるものではないが、南小だけが入

る場合でもそれは同じことと思われる。新校舎が出来るまでは十分ではないにしてもそれなりの対応をし
てもらって乗り切るしかない。

メリット デメリット

メリット デメリット










